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Cefuroximeの 臨 床 成 績

玉 木 重

公立藤田総合病院 内科

Cefuroxime 1日750～1,500mgを 急性肺炎9例,尿 路感染症2例 ならびに骨髄炎1例 に投与し
,

肺炎8例 と尿路感染症1例 に有効な成績 をえた。 しか し1日 の使用量と使用期閥に艶があ り,臨 床

効果について一定のことはいえない。

1例 に〓痒感が認め られたカリ 重篤な副作用は認め られなか った。 また重篤な後遺症 も認めな

かった。

以上か ら,症 例を選んで用いれば,臨 床効果が期待され有用な新抗生剤 といえる。

CefuroximeはCephalosporin Cか ら化学 的に 合成

された7-amino cephalosporanic acidの 誘 導 体で,β-

lactamaseに 対す る強い抵抗 性 と,従 来 の セ ファ ロス ポ

リン系抗生剤 よりも広 い抗菌 スペ ク トラ ムに よ り,グ ラ

ム陰性菌に対して迅速 に作用 す る とい う特 性 を有 し,か

つ筋 ・静注投与 に よって高い 血中 濃度 が え られ る新 しい

薬剤であ る1～3)。

今回,本 剤を臨床的 に用 い る機会 を えた ので,そ の成

績を報告する。

I. 対象 な らび に 方法

(1) 当内科に入院 中 の内科 的感 染症12例 に 本剤 を

投与し,そ の臨床効 果 と副 作用 につ い て検 討 した(Table

1)。

(2) 性別 男5例,女7例 で あ る。

(3) 年齢26歳 か ら83歳 に わ た る。

(4) 対象痰患 呼吸 器感 染症9例(急 性 肺炎9例),

尿路感染症2例(い ずれ も反 復性難 治 性尿 路感 染 症),左

下腿切断後 の大腿 骨骨 端部骨 髄 炎1例 であ った 。 なお,

これらの症例 の重 症度 の程度 は軽 症2例 ,中 等 症9例,

重症1例 であ った。

(5) 投与 量1日1,500mg投 与 が7例,750mg

4例 で,1例 では当 初750mgの 投 与 で,の ちに1,500

mgに 増量 した。 投 与方 法 は
,筋 注 の1例 を 除 い ては,

全て静注法であ って,1日1～2回 投与 で施 行 した 。投

与期間は最長37日 間で,最 短4日 で あ った 。

(6) 症例 ご とに起 炎菌 の検 出 に努 め た。 菌検 出 に用

いた検体は喀痰,尿 お よび 分泌 物で あ って,検 出 菌に つ

いては可及的 にいず れ もCefuroximeに 対 す る感 受 性

を検索して本剤 の使用 に心 が けた 。

(7) 臨床効果 の判 定 は,臨 床 症状 お よび 自他 覚症 状

の改善,検 体か らの起炎 菌 と思 わ れ る ものの陰 性 化 また

は有意 の減少,さ らに胸 部 レ ン トゲ ン写 真上 の陰影 の改

善をもって行 な った。 な お この際,本 剤 の 使用 期 間に差

があるので この点にも留意 した。

II. 成 績

内科的感染症の12例 に本剤を投与 して次の ような成

績をえた(Table1)。 す なわ ち,著 効4例,有 効4例,

やや有効1例 で,無 効は2例,判 定不能1例 であったe

1) 呼吸器感染症9例(急 性肺炎9例)中5例 では,

胸部レン トゲン写真上で,異 常陰影 の消槌 または著明な

改善 と,喀 痰中からの菌 の消失および減少を加味して,

著効3例 と有効2例 とな り,他 の3例 では臨床症状およ

び自他覚症状の改善をもって有効2例 とやや有効1例 の

結果 とな り,す なわち9例 中著効3例,有 効4例,や や

有効1例,無 効1例 で あ っ て,有 効 例 は9例 中8例

(88.9%)で あった。

以下に数例の概説 と経過を示す。

症例1M.F.39歳,〓,急 性肺炎

僧帽弁閉鎖不全症 と慢性肝炎として治療中のところ,

高熱,咳 嗽,喀 痰,右 前胸部痛のために入院 したので,

本剤1日1,500mgの 投与 を開始 した。入院時は白血球

数12,300,CRP(5+),寒 冷凝集反応<4倍,マ イコプ

ラズマ血清反応8倍 であった。本剤投与に より,徐 々に

解熱 し,咳 嗽,喀 痰 もな くな り,前 胸部痛 も消失した。

なお,胸 部 レン トゲン写真上の異常陰影 も漸次吸収 され

消褪し,軽 快退院 した(Fig.1)。

症例2M.T.26歳,3,急 性肺炎

交通外傷に よるCrush syndromeか ら急性腎不全を

きたし入院 したが,急 性肺炎と右肩胛関節の開放性骨折

脱臼の併存のため本剤の投与 を開始 した。急性腎不全に

て乏尿著 しいため当初は1日750mgを 使用 し,血 液透

析療法に より利尿がついてか らは1,500mgに 増量して

使用した。乏尿の時期には本剤750mgと 少量の使用に

もかかわらず胸部 レン トゲン写真の所見は漸次改善をみ

とめ,本 剤増量後はその改善は急であった。ただし本剤

1.500mg使 用中にもかかわらず38℃ 以上の発熱を き
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Fig. 1 Case 1. M. F., 39 y. o., 3

Fig. 2 Case 2. M. T., 26 y. o., 3

たしたことがあ ったが血液透析に一 因があると思われ,

本剤が必ず しも無効であった ことにはならないのは,本

例の経過からretrospectiveに も明らかであ る。 本例 に

おいては,本 剤使用開始時に著 しい肝機能異常 と腎機能

異常 とをみとめたが,血 液透析療法を施行 しなが らの本

剤使用のためかその後の経過において も,本 剤に よると

思われる増悪はみ とめ られず,透 析効果 とともにそれ ら

の異常 値も全 て正常化し,何 らの後遺症 も残 さずに軽快

退院した(Fig2)。

症例3K.S.68歳,♂,急 性肺炎

38℃ 台 の高熱が1週 間以上続 き,咳 漱,喀 痰,息 切れ

な どがあって来院 し入院した。 ただちに本剤1日1,500

mgを 投与 した。 喀痰中から分離 され たG(+)連 鎖 球

菌(卅)のCefuroximeへ の感受性は(卅)(Cefuroxime

感受性Disc判 定仮基準に従 った。 以下の感受性試験 も

同様)で あった。 本剤の投与に よ り,数 日で解熱 し,そ

れ とともに咳蹴,喀 痰,お よび息切れ も漸 次軽快 し,胸

部 ラ音 お よび胸部陰影 も次第に消失した。入院当初み と

め られたGOTお よびGPTの 異常値は,本 剤投与に も

かかわらず正常化 してお り,本 剤の影響は全 くみ とめ ら

れなかった。 また空腹時血糖 の変動 もなかった(Fig3)。

症例4N.0.72歳,♀,急 性肺炎

Fig. 3 Case 3. K. S., 68 y. a., •‰

Fig. 4 Case 4. N. 0., 72 y. a., •‰

約1ヵ 月前か ら心疾患 として某医 で 加 療 中であった

が,約1週 間前か ら高熱,喀 痰,咳 漱お よび息切れがあ

り入院した。喀痰 中か ら 分 離 さ れ たG(+)連 鎮球菌

(卅)のCefuroximeへ の感受性は(卦)の ために本剤

の1,500mgの 使用を開始した。本 剤 使 用により数日

後か ら漸 次解熱 し,そ れ とと もに咳漱や喀疾の減少と,

胸部 ラ音 の減少を認め,胸 部陰影 も漸減 し改 善 し て き

た。25日 間 の本剤使用に より軽快退院 した(Fig.4)。

2)尿 路感染症2例 では1例 で著効,1例 で無効であ

った。 これら2例 は ともに反復性難治性かつ慢性尿路感

染症で,し か もパルー ソカテーテルを使用中の例であっ

た。その うち1例 は完全な膿尿を呈 していたが本剤の使

用 に より全 く清澄 とな り,菌 も陰性化 し著効を奏した。

他の1例 では本 剤使用中に再度施 行した菌検索 と感受性

検査の結果 に より5日 間の使用で中止 した。

3)大 腿骨骨端部骨髄炎の1例 では副作用 のため中止

せざ るをえず,効 果判定は不能 とした。

4)副 作用

副作用 については1例 で本剤使用中に掻痒感を訴えた

が,本 剤の中止 に よりまもな く軽快 した。

全症例について可及的に末檎血,肝 機能,.腎 機能,お

よび尿蛋白 と糖 な どの項 目にわた り,本 剤の投与前後に

検索を施行 したが,本 剤 に起因 した と思われる異常はみ
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Table 2 Laboratory findings

とめられなか った(Table2)。

III.考 察

近年 とみに抗生剤の開発の方 向は,副 作用を生ず るこ

となく抗菌力の増強 と,抗 菌領域 の拡大がはか られ るた

めに,β-1actam系 抗生物質にむけ られた感がある。

Cefuroximeも β-1actamに 対す る強い抵 抗性 と,広

い抗菌領域を有し,グ ラム陰性菌 に対す る強い抗菌 力が

その特徴にあげられてい る薬剤である。

本剤を,内 科的感染症12例 に投与 した ところ,呼 吸

器感染症(急 性肺炎例)で9例 中8例(88.9%)に 有効

の成績がえられた。 これ らの症例の うち,症 例2は,急

性腎不全による血液透析例であ り,可 逆的腎機能低下例

に対する本剤の使用にはその使用 量を加減す ることに よ

り何らの副作用を残す ことな く使用可能であ り,し か も

著効を治めえた。症例3と4は 高齢者 の肺炎例での著効

例であ り,高 年齢で も安全に使用できて著 しい効果 を期

待し得る。症例1と6と は心肺に基礎疾患を有 していた

が,長 期使用によ り有効な成績をえ られ,基 礎疾患 への

影響はなか った。

症例10は 高齢者 の難治反復性尿路感染症例での著効

例であ り,こ れらの結果か ら,本 剤 の有用性の一端 を示

唆 している とい える。

副作用 としては,本 剤投与後4日 目に按痒感 を来た し

た1例 があるが,中 止に より軽快 した。

以上,本 剤 を12例 の感染症 に使用 して,9例(75%)

にやや有効以上 の成績をえた。 したが って本剤は臨床的

に使用 して有効な抗生剤 と考えられ る。今後,臨 床例を

ふや して さらに検討を加えたい。

文 献

1) O'CALLAGHAN, C. H.; R. B. SYKES, A. GRIFFI-

THS & J. E. THORNTON : Cefuroxime, a new

cephalosporin antibiotic: Activity in vitro.

Antimicrob. Agents Chemother. 9: 511-419,

1976

2) RYAN, D. M.; C. H. O'CALLAGHAN & P. W.

MUGGLETON: Cefuroxime, a new chephalos-

porin antibiotic: activity in vivo. Antimicrob.

Agents Chemother. 9: 520•`525, 1976

3) NORRBY, R.; R. D. FOORD & P. HEDLUND:

Clinical and pharmacokinetic studies on

ceforoxime. J. Antimicrob. Chemother. 3: 355

～362
, 1977



316 CHEMOTHERAPY JUN. 1979

CLINICAL EVALUATION OF CEFUROXIME

SHIGERU TAMAKI

Department of Internal Medicine,

Fujita Public General Hospital

Cefuroxime therapy was performed at a daily dose of 750-4, 500 mg in 9 cases of

acute pneumonia, 2 cases of urinary tract infection and 1 case of osteomyelitis. Clini-

cally effective results were obtained in 8 cases of pneumonia and 1 case of urinary tract

infection. However, effectiveness of cefuroxime was difficult to be determined as a

whole, because daily dose and administration period varied with case.

No serious side effect was noticed with the drug, though itching was observed in 1

case. Nor serious after-effect of the therapy was noted.

From the above findings, cefuroxime can be expected as a useful antibiotic by selecting

the appropriate patients.


